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有
力
者
が
法
人
つ
く
る
山
田
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座
談
会
に
主
席
し
た
（
左
か
ら
）
趙
莉
さ
ん
、
山
田
後
援
会
理
事
長
、
松
浦
市
長
、

吉
田
学
長
、
市
川
同
窓
会
長
、
佐
藤
さ
ん
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出
席
者

高
崎
経
済
大
学
長

吉
田

俊
幸
さ
ん

高
崎
市
長

松
浦

幸
雄
さ
ん

財
団
法
人
・
高
崎
経
済
大
学
後
援
会
理
事
長

山
田

富
二
さ
ん

高
崎
経
済
大
学
同
窓
会
長

市
川

豊
行
さ
ん

経
済
学
部
経
営
学
科
４
年

佐
藤

千
秋
さ
ん

地
域
政
策
研
究
科
修
士
１
年

趙
ジ
ャ
オ

莉リ

さ
ん

司
会

上
毛
新
聞
社
・
常
務
取
締
役

北
村
幸
雄

今後の100年に向け抱負語る

「
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
卒
業
生
に
会
う
」
と
松
浦
幸
雄
市
長

地
域
政
策
研
究
科
１
年
、
趙
莉
さ
ん

経
済
学
部
経
営
学
科
４
年
、
佐
藤
千
秋
さ
ん

「
財
団
法
人
の
後
援
会
は
珍
し
い
」
と
山
田
富
二
後
援
会
理
事
長

｜
山
田
理
事
長
は
、
長

年
に
わ
た
り
後
援
会
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
。

山
田

公
立
大
学
に
お

け
る
財
団
法
人
の
後
援
会

は
極
め
て
珍
し
い
。
ル
ー

ツ
を
い
う
と
、
開
学
し
た

１
９
５
７
年
の
高
崎
市
の

人
口
は

万
人
ぐ
ら
い
。

年
の
一
般
会
計
予
算

は
、
約
８
億
９
４
０
０
万

円
で
、
大
学
に
交
付
で
き

る
予
算
は
、
２
７
０
０
万

円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
当
時

の
貨
幣
価
値
と
は
い
え
、

４
年
制
の
大
学
を
き
ち
ん

と
つ
く
る
に
は
２
億
円
か

ら
の
お
金
が
か
か
る
。
そ

こ
で
、（
関
東
軍
旧
高
崎
）

第

連
隊
兵
舎
を
使
っ
て

開
学
。
４
、
５
年
間
続
い

た
が
、
「
ど
う
に
か
キ
ャ

ン
パ
ス
を
つ
く
り
た
い
」

と
い
う
話
に
。
そ
こ
で
市

の
有
力
者
が
集
ま
っ
て
相

談
し
、
「
財
団
法
人
の
後

援
会
を
つ
く
ろ
う
」
と
な

っ
た
。

年
に
文
部
大
臣

に
申
請
し
、
認
可
さ
れ
た
。

後
援
会
で
当
時
の
１
億
８

０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
を
借

り
入
れ
し
、
現
在
の
約
２

万
坪
を
購
入
、
当
時
の
校

舎
を
造
っ
た
。そ
の
後
は
、

市
の
財
政
も
豊
か
に
な

り
、
校
舎
も
ほ
と
ん
ど
建

て
替
え
て
い
る
。

大
学
の

年
は
青
年
期

だ
と
思
う
。
高
経
大
の
生

命
は
永
遠
だ
。

年
の
歴

史
は
浅
い
が
、

年
間
で

こ
こ
ま
で
伸
び
て
き
た
大

学
は
、
私
が
知
っ
て
い
る

範
囲
で
は
な
い
。
名
実
と

も
に
日
本
を
代
表
す
る
大

学
に
な
っ
た
。
全
国
の
後

援
会
支
部
を
回
る
と
評
価

の
高
さ
が
わ
か
る
。
今
は
、

２
万
４
０
０
０
人
の
卒
業

生
が
い
て
、
後
援
会
よ
り

同
窓
会
の
ほ
う
が
力
を
つ

け
て
き
た
ぐ
ら
い
だ
。
後

援
会
の
予
算
は
、
年
間
約

９
０
０
０
万
円
。
後
援
会

と
同
窓
会
は
、
大
学
の
応

援
団
の
両
輪
だ
と
思
っ
て

い
る
。

松
浦

山
田
理
事
長
が

話
し
た
と
お
り
で
、
財
団

法
人
で
後
援
会
を
持
っ
て

い
る
の
は
全
国
で
も
極
め

て
少
な
い
。
私
が
理
事
長

に
な
っ
た
こ
ろ
、
実
質
的

に
は
「
後
援
会
立
高
崎
経

済
大
学
」
だ
っ
た
。
後
援

会
が
建
物
を
建
て
て
市
に

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
。

当
時
の
文
部
省
が
、
「
財

政
的
な
面
で
厳
し
い
と
こ

ろ
は
後
援
会
を
持
ち
な
さ

い
」
と
薦
め
て
い
た
が
、

最
近
は
つ
く
り
た
く
て
も

で
き
な
い
そ
う
だ
。

｜
市
川
同
窓
会
長
は
、

ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ

て
い
る
か
。

市
川

年
を
振
り
返

っ
た
と
き
、
大
学
紛
争
の

と
き
大
学
生
だ
っ
た
こ
と

を
強
烈
に
思
い
出
す
。
在

学
中
、
校
門
か
ら
烏
川
の

土
手
が
見
え
た
が
、
今
は

全
然
見
え
な
い
。
そ
れ
だ

け
木
が
大
き
く
な
っ
た
。

樹
木
も
人
も
、
そ
の
時
期

に
植
え
な
い
と
大
き
く
育

た
な
い
。

高
崎
と
い
う
地
域
は
、

こ
の
大
学
を
育
て
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
地
域
だ
っ
た

と
思
う
。
各
同
窓
会
支
部

に
出
席
す
る
と
、
同
窓
生

は
「
高
崎
は
第
２
の
ふ
る

さ
と
。
心
の
ふ
る
さ
と
」

と
し
み
じ
み
と
言
う
。
最

高
齢
は

歳
。
３
年
ご
と

に
開
催
す
る
総
会
に
は
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
。

後
援
会
と
同
窓
会
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「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
同
窓
会
に
し
た
い
」
と
市
川
豊
行
同
窓
会
長

｜
松
浦
市
長
は
本
年
度

か
ら
２
カ
年
事
業
で
「
新

教
室
棟
」
の
建
設
、
さ
ら

に
高
度
情
報
化
推
進
事
業

で
あ
る
「
情
報
セ
ン
タ
ー

棟
」
の
改
修
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

松
浦

「
新
教
室
棟
」

は
、
地
上
６
階
建
て
で
昨

年

月
に
２
年
計
画
で
着

工
し
た
。
建
設
費
は

億

３
２
０
０
万
円
で
予
算
措

置
を
し
た
。
ま
だ
ま
だ
成

長
途
上
の
大
学
だ
が
、
今

後
も
で
き
る
限
り
施
設
整

備
に
取
り
組
み
た
い
。

｜
吉
田
学
長
に
２
つ
の

施
設
の
概
要
な
ど
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。

吉
田

「
新
教
室
棟
」

は
複
合
施
設
で
、
食
堂
、

就
職
係
室
、
就
職
資
料
室
、

ラ
ウ
ン
ジ
、
大
教
室
、
演

習
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な

ど
が
あ
る
。
今
、
学
生
専

用
の
パ
ソ
コ
ン
が
４
８
３

台
。「
情
報
セ
ン
タ
ー
棟
」

の
改
修
も
本
年
度
か
ら
２

年
計
画
で
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
も

増
え
運
動
部
だ
け
で
９
０

０
人
、
全
体
で
２
０
０
０

人
以
上
の
学
生
が
サ
ー
ク

ル
に
登
録
し
、
非
常
に
活

発
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
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学
生
２
人
の
感
想
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自ら進み動く力付く 佐藤

趙莉 中国に帰り役立てる

新
教
室
棟
を
建
設
中
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全
国
で
学
生
活
躍

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂ ≪≪≪≪≪

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

日
本
初
の
学
部
つ
く
る
松
浦

市
や
県
と
連
携
し
て
新
し
い
研
究
教
育
に
取
り
組
み
た
い

と
話
す
吉
田
俊
幸
学
長

｜

年
を
振
り
返
っ
て

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

か
。
ま
ず
、
設
置
者
で
あ

る
松
浦
市
長
に
伺
い
た

い
。松

浦

私
は
、
１
９
７

１
（
昭
和

）
年
に
後
援

会
の
理
事
と
な
り
、

年

か
ら
理
事
長
を

年
近
く

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

年
に
市
長
と
な
り
、
設
置

者
と
い
う
立
場
に
な
っ

た
。こ

れ
ま
で
を
振
り
返
る

と
、

（
平
成
８
）
年
に

わ
が
国
で
最
初
の
地
域
政

策
学
部
を
誕
生
さ
せ
、
さ

ら
に
大
学
院
地
域
政
策
研

究
科
（
修
士
課
程
、
同
博

士
後
期
課
程
）
、
大
学
院

経
済
・
経
営
研
究
科
（
修

士
課
程
、
同
博
士
後
期
課

程
）
を
２
０
０
４
年
ま
で

に
開
設
し
た
。

年
に
地

域
づ
く
り
学
科
を
、

年

に
観
光
政
策
学
科
を
設
置

し
、
社
会
の
発
展
に
適
応

し
な
が
ら
地
域
に
貢
献
で

き
る
創
造
力
豊
か
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
整
備

を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
こ

と
で
、
大
学
の
価
値
を
高

め
、
よ
り
質
の
高
い
学
生

に
学
ん
で
い
た
だ
い
た
と

思
う
。

ま
た
、
理
事
長
だ
っ
た

こ
ろ
は
、
全
国
の
９
つ
の

後
援
会
支
部
を
毎
年
１

回
、
父
兄
の
方
に
就
職
の

状
況
な
ど
を
聞
い
て
回
っ

た
。
高
経
大
は
開
学
当
初

か
ら
就
職
係
が
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
国
公
立
大
学
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思

う
。
今
、
入
学
よ
り
出
口

が
問
題
だ
が
、
高
経
大
は

就
職
に
し
て
も
進
学
に
し

て
も
、
卒
業
式
ま
で
に
は

ほ
ぼ
全
員
決
ま
っ
て
い

る
。地

域
政
策
学
部
を
創
設

し
た
と
き
は
、
全
国
の
市

町
村
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
っ
て
も
ら
っ
た
。
全
国

の
ど
こ
に
行
っ
て
も
卒
業

生
に
会
う
。
私
は
卒
業
生

で
は
な
い
が
、
長
く
か
か

わ
ら
せ
て
も
ら
い
本
当
に

自
分
の
出
身
大
学
と
思
っ

て
い
る
。

｜
吉
田
学
長
は
い
か
が

で
す
か
。

吉
田

私
は
地
域
政
策

学
部
が
で
き
た
と
き
着
任

し
た
の
で
今
年
で

年

目
。
専
門
で
あ
る
農
村
の

研
究
で
北
海
道
や
東
北
に

出
向
く
が
、
異
口
同
音
に

「
い
い
大
学
に
行
か
れ
ま

し
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
。

ま
た
、
松
浦
市
長
も
言
わ

れ
た
よ
う
に
全
国
津
々
浦

々
に
卒
業
生
が
い
る
。
評

判
が
よ
く
、
非
常
に
活
躍

し
て
い
る
。
企
業
に
就
職

し
て
か
ら
伸
び
る
の
も
特

徴
だ
。
ほ
ど
よ
い
刺
激
と

少
し
の
ん
び
り
し
た
高
崎

と
い
う
土
地
の
お
か
げ
か

な
、
と
思
う
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、

前
期
試
験
は
全
国
８
カ
所

で
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
だ
け
の
会
場
を
設
け

て
い
る
の
は
全
国
に
な

い
。
さ
ら
に
、
「
産
業
研

究
所
」
と
「
地
域
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ

れ
た
。
「
市
民
に
開
か
れ

た
大
学
」
と
し
て
「
リ
レ

ー
講
義
・
公
開
講
座
」
も

実
施
し
、
地
域
と
の
関
係

を
重
視
し
研
究
教
育
し
て

い
く
こ
と
が
開
設
以
来
の

特
徴
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
５
年
で
い
う
と
、

文
部
科
学
省
の
「
特
色
あ

る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
「
現
代
的
教
育
ニ

ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
３
年
連
続
採
択
さ

れ
、
昨
年
は
大
学
院
Ｇ
Ｐ

に
採
決
さ
れ
た
。
サ
ー
ク

ル
活
動
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ

で
は
「
箱
根
駅
伝
」
の
予

選
会
に
出
場
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
し
、
空
手
部
は

一
部
に
昇
格
。
「
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
」
は
新
し
い

年
に
向
け
て
非
常
に
い
い

も
の
が
で
き
た
と
思
う
。

県
や
市
と
連
携
し
教
育

吉
田

吉
田
・
市
川
の
新
体
制
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｜
開
学

周
年
の
昨
年

８
月
に
吉
田
学
長
が
第

代
学
長
に
就
任
、
ま
た
、

７
月
に
市
川
さ
ん
が
同
窓

会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
ま

ず
、
お
二
人
に
抱
負
を
伺

い
た
い
。

吉
田

私
の
役
目
は
４

０
０
０
人
の
学
生
を
抱
え

る
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

と
同
時
に
、
よ
り
き
め
細

か
な
教
育
を
新
し
い
時
代

に
向
け
お
こ
な
っ
て
い
く

こ
と
だ
と
思
う
。
高
経
大

は
市
立
大
学
で
あ
り
、
開

学
以
来
、
高
崎
市
そ
し
て

群
馬
県
と
と
も
に
地
域
貢

献
の
大
学
と
し
て
発
展
し

て
き
た
。
地
方
分
権
の
時

代
を
迎
え
た
今
、
よ
り
高

崎
市
や
群
馬
県
と
連
携
し

て
新
し
い
研
究
教
育
に
取

り
組
み
た
い
。
市
長
、
後

援
会
、
同
窓
会
、
卒
業
生

に
一
層
、
支
援
を
い
た
だ

き
充
実
し
た
大
学
に
し
て

い
き
た
い
。

市
川

８
代
目
の
同
窓

会
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ

ま
で
井
上
達
之
助
先
輩
が

４
期

年
、
同
窓
会
長
を

さ
れ
て
い
た
が
、
「

年

の
節
目
に
今
後
は
違
っ
た

形
で
同
窓
会
を
応
援
し
た

い
」
と
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
。市
長
、後
援
会
、

同
窓
会
、
先
生
方
の
ご
尽

力
、
さ
ら
に
全
国
に
い
る

卒
業
生
の
サ
ポ
ー
ト
で
、

今
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

高
経
大
の
同
窓
会
は
非

常
に
ユ
ニ
ー
ク
。
入
学
時

に
い
た
だ
く
終
身
の
同
窓

会
費
で
運
営
し
て
い
る

が
、
全
国
に

の
支
部
を

設
立
し
て
い
る
。
本
部
が

支
援
し
各
支
部
が
自
立
し

た
の
ち
に
は
本
学
の
学
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う

循
環
式
の
役
目
を
持
っ
て

い
る
。
今
後
、
井
上
前
会

長
が
築
き
上
げ
た
足
跡
を

汚
さ
ぬ
よ
う
、
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
か
ら
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
同
窓
会
と
な
る
よ
う
に

全
国
の
支
部
と
一
緒
に
歩

い
て
い
き
た
い
。

４
者
で
乗
り
切
る
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｜
経
済
学
部
と
地
域
政

策
研
究
科
の
学
生
２
人
に

も
出
席
い
た
だ
い
て
い

る
。
高
経
大
は
ど
ん
な
大

学
だ
と
思
う
か
。
ま
た
、

学
ん
だ
こ
と
を
い
か
に
社

会
で
生
か
し
て
い
き
た
い

か
。佐

藤

ひ
と
言
で
表
現

す
る
と
「
地
域
密
着
型
」
。

ゼ
ミ
の
活
動
や
授
業
の
中

で
、
市
街
地
活
性
化
や
ま

ち
づ
く
り
に
か
か
わ
っ

た
。
ま
た
、
み
な
か
み
町

で
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
参
加
し
た
。
山
形
県

出
身
だ
が
こ
の
大
学
に
来

て
高
崎
市
や
群
馬
県
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
も
し
、
ほ
か
の
大
学

な
ら
ば
地
域
を
知
る
機
会

は
な
か
っ
た
と
思
う
。
経

済
学
の
勉
強
も
し
た
が
、

地
域
の
方
々
と
の
会
話
を

通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
、
話
を
す
る
力
、

自
ら
進
ん
で
動
く
力
な
ど

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
社
会
で
は
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
こ
の
大
学

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

た
い
。

ま
た
、
大
学
生
に
よ
る

社
会
貢
献
事
業
国
際
コ
ン

テ
ス
ト
「
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
へ

の
出
場
校
を
決
め
る
国
内

大
会
で

、

年
と
２
年

連
続
で
優
勝
、
世
界
大
会

に
出
場
し
た
。
日
本
一
に

な
り
、
大
学
の
活
動
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
を
と
て
も

う
れ
し
く
思
う
。

吉
田

こ
れ
か
ら
の
大

学
教
育
の
課
題
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
。
大
会
で

も
、
英
語
が
で
き
る
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
で
い
ろ

ん
な
活
動
を
し
な
い
と
評

価
さ
れ
な
い
。

｜
趙
莉
さ
ん
は
い
か
が

か
。趙

莉

私
は
こ
の
大
学

は
「
個
性
豊
か
な
大
学
」

だ
と
思
う
。
２
学
部
５
学

科
と
大
学
院
が
２
つ
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
、

知
識
を
身
に
付
け
ら
れ

る
。
学
生
も
日
本
の
い
ろ

い
ろ
な
地
域
か
ら
や
っ
て

く
る
の
で
日
本
の
文
化
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

う
し
た
意
味
を
含
め
て
個

性
豊
か
な
大
学
。
私
は
、

地
域
政
策
学
部
か
ら
大
学

院
へ
進
学
し
た
。
福
祉
や

情
報
、
環
境
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
視
点
か
ら
地
域
を
勉

強
し
、
今
は
、
「
地
域
通

貨
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
振
興
」
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
る
。
将
来
は
、

中
国
に
帰
っ
て
仕
事
を
し

た
い
。
中
国
は
著
し
い
経

済
発
展
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
反
面
、
地
域
格
差
も

あ
り
深
刻
。
私
は
こ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
を
中
国
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
振
興
に
役

立
て
た
い
。

吉
田

今
、
留
学
生
は

学
部
で
１
５
０
人
、
大
学

院
に

人
近
く
い
る
。
今

年
の
留
学
生
の
入
試
倍
率

は
３
倍
を
超
え
た
。
高
崎

市
が
留
学
生
用
の
住
宅
を

準
備
し
て
く
れ
て
い
る
。

高
崎
と
い
う
町
は
勉
強
す

る
環
境
と
し
て
も
よ
く
、

優
秀
な
留
学
生
が
在
学
し

て
い
る
。

｜
趙
莉
さ
ん
は
大
学
１

年
生
の
と
き
に
来
日
し
た

の
か
。

趙
莉

最
初
、
日
本
語

学
校
に
１
年
半
通
い
、
日

本
語
学
校
の
先
生
に
薦
め

ら
れ
て
高
経
大
に
入
っ

た
。
大
正
解
だ
っ
た
と
思

う
。
留
学
生
担
当
の
職
員

の
方
も
い
て
気
軽
に
相
談

で
き
る
体
制
も
い
い
。

｜
い
ず
れ
２
人
と
も
高

経
大
の
同
窓
生
に
な
る

が
、
後
輩
に
継
承
し
て
ほ

し
い
も
の
は
。

佐
藤

よ
く
、
高
崎
市

内
で
「
ど
こ
の
大
学
？
」

と
聞
か
れ
る
が
「
高
崎
経

済
大
学
」
と
答
え
る
と
、

「
と
て
も
い
い
大
学
だ
ね
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
。
地

域
の
人
と
仲
良
く
し
、
こ

う
し
た
関
係
を
ず
っ
と
残

し
、
守
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
担
う
人
材
を
出
し
て
ほ

し
い
。

趙
莉

い
ろ
ん
な
勉
強

を
し
て
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
、
楽
し
い
大
学
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
。
社
会
に

出
た
ら
高
経
大
の
卒
業
生

と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。

50周年記念事業で作成し

たシンボルマーク
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高
崎
経
済
大
は
、
１
９
５
７
（
昭
和

）
年
、
４

年
制
の
大
学
と
し
て
開
学
。
ス
タ
ー
ト
時
は
１
学
部

１
学
科
、
定
員
２
０
０
人
だ
っ
た
が
、
現
在
は
２
学

部
５
学
科
に
拡
大
、
大
学
院
も
設
置
さ
れ
、
学
生
数

４
０
０
０
人
の
大
学
と

な
っ
た
。
地
方
の
公
立

大
学
で
あ
り
な
が
ら
全

国
か
ら
学
生
が
集
ま
る

名
門
校
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
、
経
済
界
か
ら

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
７
年
６
月

日

に
は
、
「
開
学

周
年

記
念
式
典
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

年
の
節
目
を

迎
え
、
高
経
大
を
支
え
て
き
た
学
長
を
は
じ
め
大
学

関
係
者
と
学
生
２
人
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
経
大
の
役

割
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
語
っ
た
。

寒
い
と
き
に
花
咲
か
す
市
川

｜
今
後
、
少
子
化
に
伴

い
大
学
間
競
争
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
。
こ
れ
か

ら
高
経
大
が
目
指
し
て
い

く
方
向
、
期
待
な
ど
に
つ

い
て
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

松
浦

今
は
、
大
学
全

入
時
代
。
設
置
者
と
し
て

は
、
ま
す
ま
す
施
設
の
整

備
を
良
く
し

て
学
生
が
集

ま
り
、
喜
ん

で
も
ら
え
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
た

い
。
こ
れ
か
ら
大
学
は
非

常
に
難
し
い
時
代
に
な
る

が
、
生
き
残
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
し
、
生

き
残
っ
て
い
け
る
大
学
だ

と
私
は
思
う
。

吉
田

一
番
重
要
な
の

は
、
学
生
の
目
線
に
立
っ

た
教
育
、
環
境
を
つ
く
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
か
ら
の
大
学
は
、
個
性

を
伸
ば
す
場
で
あ
り
、
か

つ
自
己
実
現
の
場
。
教
育

だ
け
で
な
く
研
究
面
で
も

世
界
に
通
用
す
る
研
究
を

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

な
ん
と
い
っ
て
も
高
経
大

は
、
高
崎
市
と
と
も
に
歩

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
市
、大
学
、
後
援
会
、

そ
し
て
同
窓
会
。
こ
の
４

者
が
連
携
を
密
に
し
て
競

争
の
時
代
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
。

山
田

趙
莉
さ
ん
か
ら

は
、
高
経
大
は
個
性
豊
か

な
大
学
だ
と
い
い
、
遊
び

も
社
会
と
の
つ
な
が
り
も

覚
え
た
い
と
の
発
言
が
あ

っ
た
。
非
常
に
い
い
こ
と

だ
と
思
う
。今
の
大
学
は
、

象

の
塔
で
は
な
い
。
社

会
で
通
用
す
る
人
を
つ
く

る
こ
と
が
大
学
の
役
目
。

わ
れ
わ
れ
も
応
援
団
と
し

て
頑
張
り
た
い
。

市
川

私
も
山
田
理
事

長
に
同
感
。
２
人
の
話
に

非
常
に
感
銘
を
受
け
た
。

例
え
ば
の
話
だ
が
、
鬼
石

に
「
冬
桜
」
が
あ
る
。
寒

い
と
き
に
花
を
咲
か
せ
る

鬼
石
の
冬
桜
の
よ
う
な
大

学
に
な
れ
ば
、
こ
の
大
学

で
学
ん
だ
こ
と
に
意
味
が

あ
る
。
２
人
の
話
を
各
支

部
に
そ
の
ま
ま
持
っ
て
い

き
た
い
。

｜
卒
業
生
は
経
営
者
や

企
業
の
主
要
ポ
ス
ト
、
行

政
や
教
育
機
関
な
ど
全
国

各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。

地
方
分
権
が
進

む
中
、
今
後
一

層
の
地
域
貢
献

に
弾
み
が
つ
く

人
材
育
成
に
期
待
し
た

い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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